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今月の主な内容
無事故を願い聖火リレー……………一曾一P2～P3

行政のパイプ役として105人の新区長さん、

トピックス………・一……・……………・一・P4～P5

ガン検診、地価の公示、わが家の味………P6～P7

市民登場，地名アレコレ，わたしのケッサク、

わが家のアイドル、市民文芸………………P8～P9

59年度社会教育……………一・一…………P10～P　l　l

公民館だより、おしらせ・一・………一・・…P12～P15

カメラ・ニュース、休日急患当番医、定例相談…P16

こけしの絵付けに挑戦

　第26回全日本こけしコンクールが、5月3日から
5月7日までの5日間市民会館で開催されます。
コンクールを前に、郷土の伝統工芸品への理解を深
めようと市内の小学生を対象にしたこけしの絵付け
が行われました。

　白石第二小学校では、4月18日6年生176人が体育
館で絵付けに挑戦。児童たちは、下絵のスケッチを
見ながら自木のこけしに水彩絵具で顔や胴に模様を
つけていました。完成したf乍品は、マンガの主人公
などユニークなものもあり、どれをとっても児童の
表現が豊かで心のこもった「こけし」となりました・
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四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十

皿
日
間
「
春
の
交
通
安
全
運
動
」
が
、

…
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
六
日
、
当

砺
市
で
は
、
無
事
故
を
願
い
聖
火
リ
レ

　
1
が
、
白
石
市
交
通
安
全
協
会
、
同

…
運
転
管
理
者
会
、
同
母
の
会
、
白
石

皿
警
察
署
、
白
石
市
教
育
委
員
会
、
自

い
石
市
な
ど
の
主
催
に
よ
り
展
開
さ
れ

ハ
ま
し
た
。

　
聖
火
リ
レ
ー
は
、
市
内
南
北
二
ヵ

㎝
所
に
分
か
れ
、
大
平
の
こ
ろ
柿
組
含

　
前
と
福
岡
八
斗
蒔
の
南
下
、
北
上
の

ニ
コ
ー
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
自
石
駅
　
ち
ゃ
ん
が
「
信
号
を
よ
く
守
り
横
断
㎜

前
で
合
流
し
た
聖
火
は
一
路
駅
前
目
　
し
ま
す
。
飛
び
出
し
は
絶
対
し
ま
せ
皿

抜
き
通
り
を
経
て
市
役
所
へ
。
　
　
　
ん
」
な
ど
の
交
通
安
全
わ
た
し
た
ち
　

　
県
警
音
楽
隊
が
演
奏
で
出
迎
え
る
　
の
誓
い
を
宣
言
。

中
、
市
役
所
に
備
え
つ
け
ら
れ
た
聖
　
　
最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
、
県
警
皿

さ
か
ん
な
拍
手
が
湧
き
ま
し
た
。
　
　
を
先
頭
に
市
内
を
行
進
、
白
石
市
交
皿

　
ひ
き
続
き
「
交
通
安
全
宣
言
大
会
」
　
通
安
全
母
の
会
の
手
旗
お
ど
り
な
ど
皿

が
開
か
れ
、
市
長
、
自
石
警
察
署
長
、
　
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、
コ
ー
ス
サ
イ
ド
㎝

地
区
安
全
協
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
行
　
の
市
民
か
ら
さ
か
ん
な
声
援
が
送
ら
　

わ
れ
た
あ
と
、
児
童
・
生
徒
代
表
の
　
れ
、
交
通
安
全
の
無
事
故
を
誓
い
合
…

白
石
第
一
小
学
校
六
年
の
高
橋
る
み
　
っ
て
い
ま
し
た
。

火
台
へ
点
火
さ
れ
る
と
関
係
者
か
ら
　
音
楽
隊
の
演
奏
に
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
二

轟、
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▲交通安全わたしたちの誓い
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欝1顯新入学児童へi
畜奮箏署鶉羨婆貝　交通安全の　　i
’ま韓はさ　悉新　　　　　　　　　　1

蘇讐黄色い羽根配布i

至麩盤嚢乱＿一＿　　」

V
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
V

V
　
四
月
九
日
　
新
入
学
児
童
を
対
象
騨

W
に
し
た
交
通
安
全
運
動
の
黄
色
い
羽
W

V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

蝉
根
と
チ
ラ
シ
が
、
白
一
小
、
白
二
小
蝉

芽
い
て
配
奮
れ
ま
し
た
。
特
蕊

W
新
入
学
児
童
を
は
じ
め
、
登
校
や
下
W

W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡

蝉
校
の
さ
い
に
事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
V

V
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。
地
区
安
全
Ψ

V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

V
協
会
白
石
支
部
、
臼
石
市
交
通
安
全
V

W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V
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　　　春の交通安全運動一…
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四
月
二
十
日
、
先
に
春
の
交
通
安

全
運
動
期
間
中
の
チ
ラ
シ
に
よ
り
応

募
し
た
「
交
通
安
全
ク
イ
ズ
」
の
抽

選
会
が
、
白
石
警
察
署
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
応
募
総
数
は
、
四
百
六
十
二
通
、

う
ち
正
解
は
四
百
五
十
九
通
で
し
た
。

　
正
解
者
多
数
の
た
め
、
自
石
警
察

署
長
さ
ん
や
臼
石
地
区
交
通
安
全
協

会
、
同
運
転
管
理
者
会
代
表
の
立
会

い
の
も
と
厳
選
な
る
抽
選
に
よ
り
、

三
十
二
人
が
選
ば
れ
、
景
品
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
ク
イ
ズ
（
解
答
）

『
、
二
輪
車
の
死
亡
事
故
の
大
半
は

～
。
噸
鰹

’
牛
・

罰

罫
－
ト
じ

一

慧
雛
ゾ

　
　
蕪
ト
糧
、

，
『

毎

　
．
思
部
－
損
傷
で
あ
る
。

二
、
子
供
の
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、

　
道
路
を
わ
た
る
と
き
仕
、

一
・
、

　
見
．
つ
、
　
見
ち
2

が
ら
ト
い
と
る

　
の
習
慣
を
つ
け
さ
せ
る
。

三
、
交
通
事
故
が
多
く
発
生
す
る
の

　
は
、
運
転
し
て
か
ら
m
だ
、
ワ
以
内

　
二
十
五
％
、
趣
分
以
内
六
十
％
で

あ
る
。

四
、
春
の
交
通
安
全
運
動
の
重
点
の

雲
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

』勤者・

　
無
視
に
よ
る
事
故
が
多
い
。
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▲ひと休み運動

ひと休み運動
　4月12日、国道4号線県境越河地区において「ひと休

み運動」が展開されました。ドライバーには、乳酸飲料

やシートベルト着用推進のチラシなどを地区安全協会白

石支部、越河支部、自石市交通安全母の会の会員の手に

より手渡されました。
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▲交通安全パレード

白石市内の事故発生状況
　白石警察署調べく4月22日現在＞

発生件数

　105件

　30件
死傷者数

　39人
　　O人

　　事故の分類

物　　損　　事　　故

人　　身　　事　　故

　人身事故のうちわけ

負　　　　　　傷

死　　　　　　　者
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　　　ピカピカの一年生

l　　　　　　　　　　O一白石第二小学校

　　4月9日白石第二小学校（渡辺信有校長児童数993

　名）の入学式が行われました。式典では、174名の新入
1　学児童が先生や父兄の見守る中拍手に迎えられ入場、

I
l　お祝いのあいさつや職員の紹介がなされ、2年生によ
1　る励ましや楽しい学校のようすなどが被露されました。i

　　式典後、さっそく4クラスに分かれ教室に入り、担

　任の先生から「きょうから一年生ですね、大きな声で

　『ハイ』と返事してくださいね」との話しに全員そろ

　つて元気よく返事をしていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　わだ

轟
．

一一・漸申，｝為
　　　　濫．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　置　　　　　　　　　　　　　 i

漂’盤懸熱矯懸1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　白つつじ1千本を植樹　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　　　　O一鷹巣地区コミュニティ
　4月21日と22日の2日間・鷹巣地区コミュニティ推i

進協議会（跡部円吉会長）では、市制施行30年を記念　「

して同コミュニティセンターに隣接する緑地公園約2　i

万㎡に自っっじ1千本を植えました。これは、国土の　i

難鷲灘儲細欝禁讐1藩雛1
助成されたものです。鷹巣地区の同会員約150名が「家　i

馨鯉譜激磐にしよう」とコミユニテ㌧

い

，　血躍腱幽蟻　、著鍵，、

v議藷磁『齢薙　．墜繊
．擁灘．1・　・撒　　齢『
誌二1　．・『．　　　圏．・胤　さ裏i『　騨

u　灘，・’
営
・
・

篤
．
一摂　 4薩i欝

　　　　親子で桜を植樹

　　　　　　　　　　○一緑が丘公園
　「この木とこの木は、ぼくが植えたんだ司「この木は、

わたしたちだよ司4月15日、白石市緑が丘会（後藤利

喜郎会長）の親子50人が早朝から第2回の桜の植樹を

しました。植樹では、『公園の木をいっまでもかわいが

って育てる心と公園をきれいにする心がけを育てる目

的』に親子そろって、一本、一本ていねいに35本を植

えました。同会では、今までに50本ほど植えましたが、

「500本を目標に」「わが緑が丘を桜の名所にしたい」と

話していました。

5
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　 レ・　　　一　　，鴬藁竃褻
潔蒐ノ『、．　　一

騨峨　　　　　　，

　　駅前の新しい白石の顔　　　i

　　　　　O一制作者の佐藤さんが視察　　1

新幹線白石蔵王駅前に世界青少年群像（ブロンズ）　1

を設置するため、4月20日制作者の彫刻家・佐藤忠良　
さん（新制作き協会員・丸森町出身）が現地視察に訪れ　

ました。白石蔵王駅には、この群像を推1げ進めている
「新しい白石の顔をっくる市民の会」（鈴木誠太郎会長）　

の会員約50名と関谷名誉会長、鈴木教育長等が出迎え、1

さっそく佐藤さんをまじえ駅前の設置場所を見てまわ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドられ、佐藤さんは「スケジュールが厳しいですが・故　，

郷のお手伝いになればと思いお引き受けしました。環1

境や場所も良い所なので、ご期待にそえるよう努力し　i

ます」と群像制作への熱意を語られました。　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

麟71
再、＿＿　　一，．一一一・一　　声一帽塗’

勲　　　　　．漕豪
　　　　　乙　　　　転㍗
　　　　　　7　　　　／、　胤，9
　　　　　　　　　　　　　「纏

、　　　義

行政区長名簿

4月23日，
行政のパイプ役として

白石市長から

行政区長さんへ

委嘱状が手渡されました。
（59．4．1）

区名　 区長名

白石地区
南　町

田　町

杢　町

中　町

長　町

亘理町

短ケ町

新　町

西益岡

中益岡

東益岡

清水小路

寿　町

柳　町

本郷第1

〃第2

〃第3

〃第4

鷹　巣

上郡山

郡　山

小下倉

佐藤　　誠

平間勝郎
中幡　　操

茂泉　　格
喜村中

渡辺益宏
大津正男

三貞藤斎

岩渕長一
佐藤三雄
渡辺知治
山田量吉
曳地喜一

中目正治郎
」者　　6守　　月券　　～台

堀米新治郎

我妻　　実

跡部円吉
山田與市
半田半治
堀内勇治

越河地区
1河越

〃　2

〃　3

〃　4

〃　5

高野勝治
吉川八十江

村上忠助
吉幸島～ノ

大久保善助

区名

越河6
〃　7

〃　8

〃　9

〃　10

区長名
吉秀藤左

佐久間健郎

佐藤義男
斎藤正，志

石川徳寿
斎川地区

斎川1
〃　2

〃　3

〃4－1

〃4－2

ク　5

〃　6

〃7－1

〃7－2

〃　8

末永精一
保科午良
松野春治
高橋幸蔵

中
じ槻大

菅野政直
古山正己

一信山桂

村上正大
佐藤　　等

大平地区
大平1
ク　2

〃3－1

〃3－2

〃　4

〃　5

ク　6

〃　7

〃　8

佐久間政蔵

小関邦夫
小関　　庸
佐久間 皿

日

村　上　錬太郎

小関秀子
村上慶三郎

末谷 博

佐久問 満

大鷹沢地区
大鷹沢1

〃　2

佐藤藤吉
佐竹梅寿

区名
大鷹沢3

〃　4

〃　5

〃　6

〃　7

〃　8

か　9

〃　10

〃　11

〃　12

区長名

遠藤武志
一條範志
菊地利也
阿部保義
佐藤歳蔵
大槻隆雄
佐藤春男
八島　　清

大野勝男
大橋甲治

白川地区
白川1
〃　2

〃　3

〃　4

〃　5

ウ　6

ク　7

遠藤　　肇

我妻　　斉

斎藤三男
山田　　廣

山田昭二
我妻　　浅

佐藤文江
福岡地区
上立

弔

下血
屯

尾　箆

上　原

下　原

先鎌

山　下

沖

山　根

八　宮

鶏徳幸七
菊地　　敏

村上哲夫
鹿又年夫
武田清治
佐竹宗一
加賀今朝男

高野　　伝

高野幸雄
日下百人

区名

芹　沢

大　網

弥治郎

西区上

西区下

南　区

東　区

北　区

住ご
一

蔵　王

不　忘

川原子

区長名

日下勇吉
国分正志
佐藤朝治
阿部輝男
志村　　萬

佐藤平一郎

平間陸男
高橋一郎
佐藤政治
半田健治
鈴木　　稔

一
一

木な
P金

小原地区
上戸沢

沢戸下

赤井畑

冷清水
b
b
鴨

ム
目
μ

大

東

倉塩

中　北

猿　鼻

新　町

赤　坂

元湯

明　戸
小ク、保平

太斎清吾
斎藤哲雄
高橋良衛
斎藤章良
高橋保衛
高橋元一郎

米谷　　晃

半沢　　豊

高橋信一
小室七郎
大浦善一郎

高橋吉之
大浦公衛
亀岡正直

〔注〕柳町行政区長さんについては決定次第おしらせします。
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ガ

ン

“
乳
ガ
ン
検
診
H

　
乳
ガ
ン
は
、
「
自
己
検
診
」
や
「
集

団
検
診
」
な
ど
で
容
易
に
発
見
で
き

る
「
ガ
ン
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
集
団
検
診
も

受
検
者
が
非
常
に
少
な
く
、
反
面
、

乳
ガ
ン
で
命
を
落
す
女
性
が
増
え
て

い
る
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
市
で
は
、
毎
年
〃
乳
ガ
ン
〃
集
団

検
診
を
実
施
し
、
ま
た
「
自
己
検
診
」

の
方
法
を
指
導
す
る
な
ど
早
期
発
見

に
つ
と
め
、
み
な
さ
ん
を
〃
乳
ガ
ン
〃

か
ら
守
る
た
め
一
層
の
努
力
を
推
進

し
ま
す
。

　
今
年
も
集
団
検
診
を
次
に
よ
り
実

施
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
受
検
さ

れ
て
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
検
診
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
方
も
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　
は
じ
め
て
の
方
は
、
恐
怖
心
あ
る

い
は
董
恥
心
が
先
だ
ち
、
勇
気
が
い

る
よ
う
で
す
が
、
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
皆
さ
ん
も
今
年
は
ぜ
ひ
受

検
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
三
十
五
歳
以
上
の
女
性

▼
申
込
期
間
　
五
月
一
日
～

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
日
ま
で

▼
申
込
場
所
　
市
健
康
セ
ン
タ
ー
内

検

診

衛
生
課
ま
た
は
各
出
張
所

▼
検
診
日
　
七
月
上
旬
予
定

　
次
第
通
知
し
ま
す
）

▼
検
診
料
　
本
人
負
担

・
分
室

（
決
定

　
　
　
　
　
　
二
千
百
円

（
実
検
診
料
四
千
二
百
円
）

H
子
宮
ガ
ン
検
診
ー

　
女
性
の
ガ
ン
の
中
で
“
子
宮
ガ
ン
”

は
、
胃
ガ
ン
の
次
に
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
〃
子
宮
ガ
ン
〃
も
早
期
に
発

見
さ
れ
れ
ば
治
る
率
が
非
常
に
高
く

こ
れ
ま
で
に
も
全
治
し
て
健
康
な
生

活
に
復
し
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
お

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
董
恥
心
、
無
関
心
な
ど

で
検
診
を
受
け
な
い
で
い
る
う
ち
に

ガ
ン
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
例
が

多
い
の
も
事
実
で
す
。

　
特
に
、
近
年
高
年
令
者
層
の
子
宮

ガ
ン
患
者
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
子
宮
ガ
ン
は
、
乳
ガ
ン
同
様
、
検

診
も
簡
単
で
苦
痛
も
伴
い
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
定
期
診
断
が
最
も
容
易
な

も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
受
検
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
も

ぜ
ひ
気
軽
に
受
検
さ
れ
る
よ
う
お
す

す
め
し
ま
す
。
　
　
　
　
・

▼
対
象
者
　
三
十
歳
以
上
の
女
性

▼
申
込
期
間
　
五
月
］
日
～

　
　
　
　
　
　
五
月
三
十
一
日
ま
で

▼
申
込
場
所
　
市
健
康
セ
ン
タ
ー
内

衛
生
課
ま
た
は
各
出
張
所
・
分
室

▼
検
診
料
　
本
人
負
担
二
千
二
百
円

　
（
実
検
診
料
五
千
二
百
六
十
円
）

▼
検
診
期
間
　
七
月
一
日
～
八
月
三

　
十
一
日
ま
で
の
間
に
指
定
医
療
機

　
関
で
受
検
す
る
（
※
受
診
券
は
、

　
申
し
込
み
と
同
時
に
発
行
し
ま
す
。
）

◇
↓
　
　
◇
ユ
，
￥
1
◇

☆身体障害者、精神薄弱者相談員決まる∴
　身体障害者、精神薄弱者の更生援護に関し、本人またはその保護者か

らの相談に応じ必要な助言を行うとともに市民の身体障害者、精神薄弱

者援護思想の普及等、福祉の増進を図るため次の方々が宮城県知事並び

に県身障者協会から委託されました。気がるにご相談ください。

電　　　言舌

8－2658
5－0692
5－5419
5－0327
5－9488

の

　
国
土
庁
は
、
四
月
三
日
付
で
昭
和

五
十
九
年
一
月
一
日
現
在
の
標
準
地

の
公
示
価
格
を
発
表
し
ま
し
た
。
・

　
地
価
公
示
は
正
常
な
価
格
を
お
知

ら
せ
し
地
価
の
正
し
い
知
識
を
も
っ

て
い
た
だ
き
同
時
に
土
地
取
引
の
目

安
に
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
正
常
価
格
は
売
り
手
に
も
買

い
手
に
も
か
た
よ
ら
な
い
適
正
な
価

格
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

　
公
示
価
格
は
標
準
地
に
建
物
等
が

な
い
、
い
わ
ゆ
る
更
地
の
一
平
方
メ

ー
ト
ル
当
り
の
価
格
が
公
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
市
内
三
地
点
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
な
お
、
全
国
の
標
準
地
公
示
価
格

を
掲
載
し
た
書
面
が
市
役
所
秘
書
企

画
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
土
地
対
策
係
（
内
線
三

二
七
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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　住　　　　所
石　越河五　字南台26
ウ　福岡蔵　字　館18の1
〃　清水小路13
〃　南小路11の5
〃　調練場1の3

氏名高橋稔萩原カ
別部八郎
本多保一

　区　　　　　　分

身体障害者結婚相談員

の　　の　　の　　の

土地取引のめやすに
〈地価公示価格〉

白石駅

からの

距離
周辺の土地利閑現況動

率

変
1㎡当り価格

59．王．158．L1

標準地番号

所往地及び地番

1．3㎞
一般住宅が多い

　　　　住宅地域

％

3，2

円

32，200

円

31．200

臼石一1

南寺前16－1

L4㎞3．123，40022．700
臼石一2

寿山20－16

200m
中低層の小売店舗が

建ち並ぶ商業地域
1．9157．00054．000

自石5－1

沢目8－3

㊥
が
曝
＠
鳴

揚
げ
だ
ん
ご
の
あ
ん
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
）
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む
き
大
き
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
乱
切
り
に
し
て
柔
か
く
ゆ
で
る

ゆF

（大平〕さん子良永井

　
　
【
材
料
】
　
　
（
四
人
分
）

魚
の
干
物
（
あ
じ
ま
た
は
塩
ま
す
）

鵬
9
、
じ
ゃ
が
い
も
脚
9
、
卵
ニ
ケ
、

片
栗
粉
大
さ
じ
2
杯
、
揚
げ
油
と
塩

少
量
、
だ
し
汁
2
カ
ッ
プ
、
み
つ
ば

ま
た
は
さ
や
え
ん
ど
う
30
9
（
さ
や

え
ん
ど
う
の
場
合
は
さ
っ
と
ゆ
で
て

な
な
め
切
り
に
し
て
お
く
）
、
塩
小
さ

じ
2
杯
、
し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ
b
杯
、

水
溶
き
片
栗
粉
適
量
、
酢
小
さ
じ
2

杯
、
し
ょ
う
が
汁
少
々
。

　
【
作
り
方
M

①
干
物
は
焼
い
て
身
を
こ
ま
か
く
ほ

　
ぐ
し
皮
と
小
骨
を
と
る
。

　
　
　
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
”
片
く
り
粉
1
1

　
　
本
来
は
、
ゆ
り
科
の
か
た
く
り
の

。
地
下
茎
を
乾
燥
し
て
粉
末
に
し
た
も

③
尽
②
の
ゆ
で
汁
を
捨
て
、
火
に
か
け
て
の
で
す
が
、
品
不
足
の
た
め
、
じ
ゃ
が

　
じ
ゃ
が
い
も
の
水
分
を
蒸
発
さ
せ

　
て
つ
ぶ
す
。

（
ゆ
①
と
③
、
卵
、
片
栗
粉
、
塩
を
よ

　
く
ま
ぜ
合
わ
せ
る
（
こ
の
時
泡
立

　
て
器
で
ま
ぜ
る
と
す
ぐ
ま
じ
り
ま

　
す
）

⑤
脚
度
に
熱
し
た
油
に
④
の
材
料
を

　
ス
プ
ー
ン
で
一
口
大
に
す
く
っ
て

　
落
し
入
れ
、
色
よ
く
揚
げ
る
。

　
1
1
あ
ん
の
作
り
方
旺

⑥
み
つ
ば
は
2
㎝
位
に
切
っ
て
お
く
。

⑦
だ
し
汁
、
塩
、
し
ょ
う
ゆ
、
酢
を

　
合
せ
て
煮
立
て
み
つ
ば
を
入
れ
、

　
水
溶
き
片
栗
粉
を
流
し
入
れ
と
ろ

　
み
を
つ
け
、
し
ょ
う
が
汁
を
入
れ

　
揚
げ
だ
ん
ご
に
か
け
る
。

“
応
用
1
1

　
あ
ん
を
か
け
な
く
て
も
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
ま
す
。
あ
ん
に
野
菜
を
き

ざ
ん
で
入
れ
て
も
よ
い
で
す
。
あ
ん

に
入
れ
る
材
料
は
人
参
5
0
9
、
生
椎

茸
5
0
9
、
さ
や
え
ん
ど
う
30
9
ま
た

は
冷
凍
の
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
や
ミ
ッ
ク

い
も
の
で
ん
ぷ
ん
が
代
用
さ
れ
ま
す
。

　
糊
化
温
度
が
低
く
（
59
～
6
3
C
）

不
純
物
が
少
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
医

薬
用
、
菓
子
、
練
り
製
品
の
つ
な
ぎ

（
例
　
肉
だ
ん
ご
）
、
春
雨
製
造
に
用

い
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
料
理
に
よ
り
、
で
き
あ
が
り

を
よ
く
す
る
、
さ
め
に
く
く
す
る
、

口
あ
た
り
を
よ
く
す
る
な
ど
の
よ
さ

が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
口
あ
た
り
を
よ
く
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
、
乳
幼
児
の
食
事
ま

た
は
歯
の
弱
い
人
や
飲
み
込
む
こ
と

が
不
自
由
な
病
人
な
ど
の
食
事
に
、

上
手
に
使
っ
て
あ
げ
る
と
大
変
効
果

的
で
す
。
、

（
例
　
揚
げ
も
の
の
あ
ん
か
け
、
煮

も
の
の
あ
ん
か
け
）

　
ま
た
、
と
ろ
み
を
つ
け
る
時
に
は

片
く
り
粉
と
同
量
の
水
で
溶
い
て
使

う
こ
と
が
原
則
で
す
。

※
湿
気
を
お
び
な
い
よ
う
に
保
存
す

る
と
、
い
つ
ま
で
も
サ
．
ラ
サ
ラ
し
て

ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
な
ど
で
も
い
い
で
す
。
虫
は
つ
き
ま
せ
ん
。

白石市昭和59年4月1日

　　備　　　考

上昇品目：砂糖、しょ

　うゆ、食パン、牛乳

　バター、理髪料、灯

　油

下降品目：サラダ油、

　マーガリン、テ右ソ

　シュペーパー、ラッ

　プ、　カレーライス、

　パーマネント料、レ

　ギュラーガソリン、

　軽油、重油

横ばい品目：小麦粉

調査日：昭

対前月価格比

　　2，6％

　　0．7

　△1．6

消費生活モニター調査結果

　3．3

△5。9

　3．0

　5．0

△5．8

△6．6

　0，1

△3，7

　2，4

△4．6

　4．0
　3．8
△1．3

△2．8

△2。5

前目平均価格

　　　　267F

　　　　448

　　　　504

　　　　218

　　　　150

　　　　202

　　　　234

　　　　379

　　　　155

　　　　211

　　4，993

　　　　437

　　1，450

　　5，387

　　1，402

　　　　149

　　　　106

　　　　　81

平均儀
　　　　274円

　　　　451

　　　　496

　　　　218

　　　　155

　　　　190

　　　　241

　　　　398

　　　　146

　　　　197

　　4，994

　　　　421

　　1，485

　　5，137

　　1，458
　　1，487

　　　　147

　　　　103

　　　　　79

最低値
　　　　268円

　　　　418

　　　　430

　　　　205

　　　　150

　　　　158

　　　　198

　　　　378

　　　　118

　　　　160

　　4，800

　　　　350

　　1，300

　　4，700

　　1，380

　　　　145

　　　　　96

　　　　　75

最高値
　　　　290

　　　　550

　　　　578

　　　　240

　　　　170

　　　　215

　　　　280

　　　　480

　　　　158

　　　　238

　　5，150

　　　　450

　　1，600

　　6，000

　　1，530
　　1，580

　　　　150

　　　　106

　　　　　84

　銘柄・規格

上自糖　 lkg

本醸造ヒ級濃口　　1．86
　　（びん代込み）
1，6509　（1．8召）

薄力粉　 1kg

並　食　 1斤

ソフト　2259
紙容器入り　1，000CG

カルトン入り　225g

名品

糖
｝
油

　
う
“
、

　
よ

砂　
し2

．

油
．
粉
…

一
p
つ　

互

ぷ
　
虹

天3
．
　
4
　
　
5 パ

ガ
…

　
こ
｝

　
　
　
牛
㎜

食
　
マ6

7．牛
8．バタ
9．テ1ッ擁ぺ一パー 400枚（200組）紙箱入り

1δ．一≡1噌ヱ、テ廠2・m（一巻）

111プ訟ンガ幻　　10nで
婆執＿カレーラ歪ス、．i並　　　　　皿

嵐、響＿．髪，墾」小学生謝髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカッ
．卜及びセソト含む）

1　（＿豆　面格　　　　 182｝

i＿醐込み18の
1召現金
14現金
14現金

14、パーマネント料

15．灯　　　油
16．　レギュラーガソリン

17、軽　　　油

18．A　重　油
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宙

目

薗

易
」

グ
ラ
ン
プ
リ
は
「
心
拡
い
て
も
」

　
　
　
凹
ポ
プ
コ
ン
東
北
大
会
で
エ
ン
ト
リ
ー
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
弘
　
幸
　
さ
ん

　
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
愛
好
家

の
中
で
創
作
し
た
自
分
の
曲

が
認
め
ら
れ
た
ら
…
…
第
二

十
七
回
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ

・
コ
ン
テ
ス
ト
（
ポ
プ
コ
ン
）

東
北
大
会
が
四
月
八
日
・
仙

台
市
民
会
館
で
開
か
れ
、
青

木
弘
幸
さ
ん
（
十
八
歳
）

▽
白
石
市
大
鷹
沢
大
町
1
1
の

作
詞
・
作
曲
で
、
し
か
も
自

ら
歌
っ
た
「
心
拡
い
て
も
」

が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

　
同
大
会
に
は
、
東
北
六
県
か
ら
応

募
し
た
約
千
五
百
曲
の
う
ち
、
地
区

大
会
、
県
大
会
を
経
て
勝
ち
抜
い
た

二
十
一
曲
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
青
木
さ
ん
は
「
ま
さ
か
グ
ラ
ン
プ

リ
に
選
ば
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
に
っ
こ
り
。
今
回
の

参
加
を
前
に
「
三
度
目
の
正
直
で
こ

こ
ま
で
き
ま
し
た
。
詞
や
曲
も
精
一

杯
思
い
を
注
ぎ
込
み
作
っ
た
の
で
、

き
っ
と
気
に
入
っ
て
も
ら
え
る
と
思

い
ま
す
。
詞
か
ら
風
景
を
想
像
し
て

ヤ

嵐
鰍

馳

．
－
愈

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
」
と
ア

マ
チ
ュ
ア
ら
し
い
気
持
ち
を
書
い
て

い
ま
す
。

　
　
「
心
を
拡
い
て
も
」
の
作
品
は
、

白
石
工
業
高
三
年
の
時
の
文
化
祭
で

歌
お
う
と
思
い
作
詞
、
作
曲
し
、
初

演
し
ま
し
た
。

　
音
楽
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
中
学
生

の
時
に
歌
を
う
た
い
初
め
て
良
い
成

績
を
修
め
た
の
が
動
機
だ
そ
う
で
す
。

　
今
回
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
か
つ

て
小
学
校
四
年
生
の
時
に
先
生
か
ら
日

教
え
ら
れ
た
「
や
れ
ば
で
き
る
」
の

二
言
に
励
ま
さ
れ
、
本
当
に
心
の
さ

さ
え
に
な
り
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
と
素
直
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
約
二
百
曲
以
上
作
詞
・

作
曲
し
て
い
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
サ
ウ
ン
ド
つ
く
り
に
い

ろ
ん
な
曲
の
創
作
を
し
て
い
き
た
い

と
抱
負
を
述
べ
、
で
き
れ
ば
、
音
楽

関
係
の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
希
望
一

も
一
言
Q

　
青
木
さ
ん
の
想
像
力
は
抜
群
、
未

来
の
可
能
性
に
大
き
く
挑
戦
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
五
月
十
三
日
、
東
京
・
中
野
の
サ

ン
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
、
白
石
市
出

身
の
名
を
は
せ
た
い
と
一
日
五
時
間
一

猛
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
木
像
の
仏
さ
ま
な
ど
の
造
り
方

　
　
い
ち
ほ
く
　
　
　
　
　
よ
せ
ギ
コ

に
は
一
木
造
り
と
寄
木
造
り
と
が

あ
る
。
前
者
は
一
本
の
木
で
像
の

全
部
を
仕
上
げ
、
後
者
は
何
本
か

の
木
材
を
材
料
に
し
て
造
る
、
、
わ

が
国
で
も
奈
良
か
ら
平
安
時
代
に

か
け
て
は
、
ヒ
ノ
キ
・
ク
ス
・
ケ

ヤ
キ
な
ど
良
材
と
な
る
大
木
が
豊

富
に
あ
っ
た
の
で
一
木
造
り
が
彫

刻
の
主
流
だ
っ
た
。
だ
が
鎌
倉
時

代
以
後
に
な
る
と

　
寄
木
造
り
が
多
く

　
行
わ
れ
る
よ
う
に

　
な
っ
た
。
こ
と
に

　
一
木
三
体
と
い
っ

　
て
、
木
の
根
元
、

。
中
間
、
上
部
と
、

　
一
本
の
木
か
ら
一
二

　
つ
の
像
を
造
る
と

・
な
る
と
、
よ
ほ
ど

　
の
大
木
で
な
い
限

　
り
は
で
き
な
い
。

　
だ
か
ら
伝
説
な
ど

地名アレコレ

は
寿
山
と
い
う
名
に
ま
と
め
ら
れ
、

稲
荷
像
も
今
は
な
い
）
。
第
二
の
話

は
小
下
倉
に
関
係
の
あ
る
こ
と
で
、

小
下
倉
の
山
ロ
山
に
も
小
下
倉
観

音
と
い
う
の
が
あ
っ
た
・
．
む
か
し
、

何
代
目
か
の
片
倉
小
十
郎
が
こ
の

山
の
下
を
通
っ
た
時
、
乗
っ
て
い

た
馬
が
突
然
あ
ば
れ
だ
し
と
う
と

う
殿
様
は
落
馬
し
て
し
ま
っ
た
．
．
、

馬
が
あ
ば
れ
た
の
は
山
上
に
祀
っ

　
　
　
　
　
　
て
あ
る
馬
頭
観
音

　
　
　
　
　
　
に
参
詣
せ
ず
、
す

　
　
　
　
　
　
通
り
し
た
た
め
だ

　
　
　
　
　
　
と
い
わ
れ
た
高
．
そ

⑰

　
に
あ
っ
て
も
実
際
に
は
、
ま
ず
め

　
っ
た
に
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
　
白
石
に
は
一
木
三
体
造
り
の
伝

h
説
が
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
鷹

’
巣
の
川
崎
本
木
山
の
本
木
稲
荷
像

　
が
本
木
（
木
の
根
元
）
で
、
森
合

　
の
上
観
音
前
の
十
一
面
観
音
が
中

　
の
部
分
で
、
角
田
市
小
田
の
斗
藏

　
山
観
音
が
木
の
上
部
で
造
ら
れ
た

　
と
い
う
。
（
川
崎
本
木
山
や
本
木
前

一木三体仏

こ
で
こ
の
観
音
様

を
山
の
下
に
移
し

た
と
こ
ろ
、
間
も

な
く
北
方
に
と
び

　
　
　
　
　
か
ハ
ロ
セ
ぢ
げ
ヌ
ヘ

立
ち
柴
田
郡
足
立

　
ま
ホ
つ
お

村
松
尾
に
落
ち
つ

い
た
と
い
う
。
こ

の
観
音
を
土
地
で

は
松
尾
観
音
と
し

て
崇
め
て
い
る
。
仙
台
藩
が
編
さ

ん
し
た
『
安
永
風
土
記
書
出
』
と

い
う
本
に
、
こ
の
松
尾
観
音
と
村
・

田
町
小
泉
の
塔
ケ
崎
観
音
、
角
田

の
お
斗
蔵
観
音
は
一
木
三
体
仏
で
、
・

斗
藏
観
音
が
坂
上
田
村
麻
呂
の
勧

請
だ
か
ら
他
の
二
体
の
観
音
も
同

年
代
の
も
の
だ
ろ
う
と
書
い
て
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）
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イ
ド
ル

アの家がわ

佐藤弥生ちゃん（福岡深谷）

　則夫さん、智子さんの長女

　ママからひとこと
　ミ明るく元気な子に育ってほし

　「竹馬の練習」

　　　　　　　　　コも　　

わたしの

　勿暫鞍勿
素♂攣

・
施
螺

　
　
　
　
　
　
　
誕
拶

　
　
　
　
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

酵
ノ
，
、
甕

熱
灘
、
、
〈

　　　　　　　　　　　㎜罹ム．
「大きなかぶ」

　あおきこうたろう（白一小2年）

、聖、’、辱、ロ、、’、、ロ、’、■、■、■、’、r、し、・、・、㌧、・、』、一、・、・、・、亀、聖、・、．｝、・、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

魯民壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
　
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

川
股
兵
三
選

蕾
に
て
活
け
に
し
桃
の
開
き
し
と
居
間
よ
り
夫
の
は

ず
む
声
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

裏
畑
の
雪
は
よ
う
や
く
解
け
始
め
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の

緑
鮮
や
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

を
り
を
り
に
牡
丹
雪
舞
ふ
畑
す
み
の
福
寿
草
の
蕾
今

朝
は
ふ
く
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

三
月
の
雪
淡
く
し
て
道
端
の
よ
も
ぎ
芽
ぶ
き
て
彼
岸

近
づ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

病
み
て
臥
す
妹
見
舞
へ
ば
安
ら
か
に
水
仙
匂
ふ
室
に

眠
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
敏
子

明
か
る
み
し
陽
射
し
に
ま
な
こ
細
め
つ
つ
汚
れ
し
雪

を
片
づ
け
て
居
り
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
き
子

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

老
い
し
夫
が
心
を
こ
め
し
丹
精
の
鉢
の
紅
梅
美
く
し

く
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

閉
ざ
さ
れ
し
雪
に
食
卓
つ
つ
ま
し
と
田
沢
湖
に
住
む

娘
の
電
話
受
く
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

雪
か
き
て
伏
せ
し
大
根
堀
り
だ
せ
ば
み
ず
み
ず
し
董

の
緑
鮮
や
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

姪
ら
し
き
孤
児
と
調
査
を
二
時
間
余
「
代
々
木
セ
ン

タ
ー
」
は
重
く
悲
し
き
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

春
雪
の
重
み
に
耐
へ
ず
若
杉
の
折
れ
き
し
む
音
真
夜

中
に
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
ひ
ろ
せ

風
邪
病
み
て
ね
む
れ
ぬ
ま
ま
に
あ
れ
こ
れ
と
歌
詠
み

思
ふ
期
日
近
き
夜
　
　
高
子
橘

雪
は
れ
て
今
宵
静
け
き
月
あ
か
り
空
を
眺
め
て
た
だ

停
ち
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

幾
と
せ
も
待
ち
待
ち
て
来
し
伊
勢
詣
願
い
叶
え
て
心

安
ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

日
だ
ま
り
の
畦
川
に
摘
む
芹
い
ま
だ
小
さ
く
つ
よ
き

香
り
す
る
な
り
　
　
　
　
　
　
．
　
福
原
　
峯
子

卜信

壇
一
鈴
木
貞
二
選

ま
ん
さ
く
の
花
に
み
ぞ
る
る
雑
木
山
　
　
草
野
美
沙

耐
え
て
住
み
を
り
み
ち
の
く
の
春
寒
に
　
青
木
良
子

病
室
に
月
明
り
あ
り
春
の
宵
　
　
　
　
　
中
野
は
る

春
一
番
椿
散
り
つ
ぐ
瀬
の
流
れ
　
　
　
佐
藤
周
子

豪
雪
を
よ
そ
に
水
仙
ひ
そ
と
咲
く
　
　
　
岡
崎
澄
子

も
の
の
芽
に
い
と
け
な
き
孫
声
弾
む
　
　
太
田
敏
子

車
窓
よ
り
山
に
ひ
ろ
が
る
冬
田
か
な
　
勅
使
瓦
令
造

雪
と
け
て
雪
割
草
の
芽
吹
き
お
り
　
　
　
近
内
キ
ヨ

老
一
人
春
待
つ
こ
こ
ろ
蕗
の
と
う
　
　
　
川
村
静
恵

ほ
ほ
か
む
り
蔵
王
お
ろ
し
に
耐
え
て
ゆ
く
　
鈴
木
民
子

活
け
込
み
し
彼
岸
桜
の
咲
き
そ
め
し
　
阿
部
み
さ
子

雀
き
て
遊
ぶ
垣
根
や
下
萌
ゆ
る
　
　
　
　
大
庭
良
子

も
て
な
し
の
熱
き
湯
気
立
つ
蜆
汁
　
　
高
橋
和
歌
子

雪
の
降
る
紙
漉
く
槽
を
昏
め
て
は
　
　
　
佐
藤
善
夫

日
射
し
い
て
鉢
の
紅
梅
匂
い
け
り
　
　
　
鈴
木
い
く

床
の
問
の
掛
軸
替
え
て
喜
寿
の
春
　
　
　
加
藤
か
つ

※
五
月
例
会
は
五
月
二
十
七
日
㈲
吟
行
会
で
す
か
ら

参
加
者
は
鈴
木
貞
二
宛
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〆

！
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齢藤β

地区別各種学級開設計画

蓋」罫」ぎぎ罫～市民総参加のもと

社会教育・社会体育

地区名

白石
越河
斎川
大平
大鷹沢

白川
福岡
深谷
小原

十

家庭教

膏掌級

○

○

○

○

○

○

O
○

0
9

婦人
学級

○

○

○

○

4

高齢者

教室

○

○

0
3

乳幼児

学級
○

1

明駐の
親のため

の学級

○

1

□　　　　　　　　　ロ
ロ　　　　　　引　 ロ

ロ　騒、、隔□
□糊　　　　　．、．　　 ・□

’
□　　　　　　　　　□

□
，
　
　 “、・ぎ“　ロ

ロ礪　　錯欄魏　 ロ

ロ　　　　　　1　　□
□　　眠　　　　　　□
□　　　　　　　　　□
□　　　　　　　　　□
□　　　　　　　　　□
□・“1　　　　一．□
□　　　　昏、夢瑚噸□

口　 譲罷藩～盤．記□

□　　　　　　　　　□
ロー隔r　　　　　　　□

□　　　　　　　　　□

□　纏肱□　　　　　　　　ざ□　　　　　　　　 □

□，講塾　　　ナ謎’F緊□

□　　　　　　　　　□
□　　　　　　　　　□

　11

事　 業　名

　
会
い
り
会
り
会
会
り
山
会
会
会
祭
）
会
会
り
）
級
座
座
座
座
座

◆
家
自
史
1
6
文
親
高
健
蔵
文
市
オ
市
農
社
新
公
　
　
　
　
家
英
書
工
陶
銀

期　 日

5月10日

5月13日

5月27日

6月6～8日

6月10日

6月23日

6月24日

7月22日

9月9日
10月6日

10月10日

10月30日

11月1～5日

11月11日

11月17日

2月3日
3月1～4日

3月2日
3月2日
3月3日
3月3日
6～10月

6～11月

6～3月
6～8月
6～11月

6～3月

場　　所

中央公民館
小久保平青少年の家

山形県内
中央公民館

県　　　内

中央公民館

南　蔵　王

白石中学校

蔵　王　山

中央公民館

第　二　小

益岡公園
中央公民館
中央公民館市　営　球　場

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館
第一幼・第二幼

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

愛される公民館をめざしてF詳季釜5」ぎ5」誉三i」…

白石市教育委員会
白石市中央公民館

事　 業　名

◆青少年対象

子　ど　も　ま　っ　り

青年団体一泊研修会

わんばく少年キャンフ

ジュニアリーダー初級養成研修会

ジュニァリーダーキャンフ

子ども会ソフトボール大会

秋の自然に．親しむ少年のつどい

青少年健全：育成推進大会

凧作り講習会
ジュニアリーダー上級研修会

少年スキー教室
成　　　人　　　式

親子読書教室

◆婦人対象

婦人団体一泊研修会
はじめて三歳児をもつ母親学級

ポ斗　　　　　　王里　　　　　　言薄　　　　　　1墜

明日の親のための学級

婦人教養講座
七　宝　焼　講　座

華　 道　 講　 座

◆高齢者対象

敬　　　老　　　会

高　齢　者　教　室

期　 目

5月20日

6月16～17日

7月30～31日

8月9～11日

8月17～18日

8月26日

10月7日

11月22日

12月9日

1月4～6日

1月7～9日

1月15日

5～9月

9月1～2日

6～9月
10～3月

6～10月

6～3月
6～9月
6～3月

9月14日

6～9月

場　　所

益岡公園
中央公民館
小久保平青少年の家

蔵王少年自然の家

中央公民館大萩山

第　二　小
小久保平青少年の家

中央公民館

中央公民館
泉ケ岳青年の家

宮城蔵王白石スキー場

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

市民会館
中央公民館

※くわしくは随時広報「しろいし」でお知らせいたします。

□・　コ　　．　－－”1』□

□　 匡　　「“’．　　　□
□
、

．読藷、！墜ヌ、一□

呂・．議』』難緯噸目

1、、，1騨附藤旭

□　　　　　　　　　□

□　　　、　丈□
□　　　　　　　　　□
呂門贋膨協・□
㍑、闘幽■1

□　　　　　　　　　□
□　　　　　　　　　□

□　　　。　　　　　 □

□　顧　　　　1卵　　□
□　　　　　　　　　 □

□　　　　　　　　　 □

□　　　　　　　　　□
ロ　　　　　　　　　ロ
ロ　　　　　　　　　 ロ

ロ　　　　　　　　　ロ
ロ　　　　　　　　　ロ
臼　　　　　　　　　□

目．霧～□
。・　幽呂
　　　　　　　　　ノ0
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／遡欝鳶灘
　税務署長の行った税額の更正や

決定、財産差押えなどの処分にっ

いて納得がいかない方のために、

税務署長に対する「異議申立て」

や国税不服審判所長に対する「審

査請求」などの制度があることを

ご存知ですか。

　詳しくは、お近くの税務署や仙

台国税不服審判所（恐0222－21－

7561）にお尋ねください。

☆自動車税の納期限は、5月31日

です。納税通知書は、5月15日に

送付されます。期限内に納入され

るようご協力をお願いします。

☆身体障害者等の方々の自動車税

の減免申請は、本年度より、前年

度に減免を受けた方については、

申請の簡素化を図るため自動車税

管理事務所より往復はがきによる

減免申請通知書を送付しましたの

で、返信用はがきによる報告によ

り申請書の提出があったものとみ

なし減免の取扱いをすることにな

りましたので、引続き減免を受け

る方は報告期限まで必ず報告して

下さい。

　なお、前年度より新1らたに減免を

受けられる方は、5月24日まで各

地方県事務所、県税事務所及び自

動車税管理事務所で申請を受付け

ています。減免を受ける方は、必

ず期限まで申請してください。詳

しくは、大河原地方事務所岱0224

5－3111及び自動車税管理事務所

何0222－32－5753へお問い合せく

ださい。

’3

塑鴬鍛膿．
　労働省では、5月21日から31日

まで「家内労働旬間」を実施しま

す。

　家内労働旬間は、家内労働関係

者に対して家内労働法の周知徹底

と遵法意識の高揚を図り、家内労

働者の労働条件の向上と生活の安

定を一層促進することを目的とし

て、全国的に運動を進めるもので

す。

　本年は「家内労働者の労働条件

の向上＿作業の安全と健康の確

保一」を目標として実施すること

としております。

※家内労働法等についてのご相談

は、大河原労働基準監督署費0224

5－3－2154へお問い合せくださ

いo

　一スフリンクラー全館完備一～、

　　　　　　　　○一刈田病院

　防火対策の一還として急いでお

りました公立刈田綜合病院（菊田

豊院長）では、かねて国民年金積

立金還元融資を受けて、スプリン

クラー未設置部分の旧館に設置す

べく工事を進めておりましたが、

去る2月24日完成しました。

　新館（5階建）については昭和

52年建築の際設置しており、今般

旧館のみを実施したものです。こ

れで全館にわたりスプリンクラー

が完備され、一朝有事の際には、

相当の威力を発揮するものと期待

されております。

　　　　墨　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　ζ　　　　　　　　　　　｝　　　　・　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　愚

　　〔 燭’　　マ

　身体障害者手帳（1級または2

級）をお持ちの方で、昭和59年3

月31日現在満6歳以上の方に身体

障害者、福祉強調運動にちなんで

「青い鳥はがき」をお一人にっき

20枚無料で差しあげております。

　ご希望の方は最寄りの郵便局で

所定の用紙に必要事項を記入し、

同手帳を提示して申し出ください。

（代理人による申し出もできます〉

なお、この取扱いは昭和59年5月

31日までです。

　詳しくは、白石郵便局笹5－27

43にお問い合せください。

こけし絵入りはがき

　
　
犠

　
　
壌

　
9
思

湾常蓬

　第26回全日本こけしコンクール

を記念して白石市と白石郵趣会で

は、絵入り官製はがきを発売しま

す。3枚1組（250円）で、昨年の

受賞作品を紹介したデザインです。

期間中白石郵便局の窓口とコンク

ール会場で発売します。

　海外へ行かれた方々の話を聞き

ますと、どなたも言われることは、

「日本は、いちばん治安がよい」

ということです。

　それは、皆さんからの情報によ

り、事件が解決するという事例が

たいへん多いからです。

※どんなささいな情報であっても

犯罪について、見たり、聞いたり

して知っていることは、ぜひ、通

報をお願い致します。

公民館だより

圃自然に親しむ
　　　　市民のつどい
　親子での野外活動を通し、ふれ

あいを深め、知識と技術を習得し

ながら健康の増進を図ることを目

的に開催します。

〉日時　5月13日（日）（雨天中止）

〉場所　白石市青少年の家（小久

　保平）

〉対象者　小学校5、6年生とそ

　の親

〉募集定員　30組（定員になり次

　第締め切ります）

’旧子ども会育成指導者研修会

　子ども会活動を活発化し、より

望ましい方向に進めるため日頃指

　導推進に携っている関係者を対象

　に実施します。

　〉日時　5月19日（翁午後1時30分

　〉場所　中央公民館

　1〉対象者　子ども会育成会員、P

　　T　A会員、子ども会育成会事務

　局員、学校関係者など

　※くわしくは、中央公民館費4－

　5377へどうぞ。

■春の野草展
　きびしい寒さをすごした植物の

新たな芽ばえを楽しみましょう。

〉期日　5月12日（ガ～5月14日（月）

　午前10時～午後4時

レ場所　自石市図書館

〉主催　臼石市植物愛好会

■史蹟名勝地めぐり
　文化財の理解と保護思想の普及

を図るため、次の要領で史跡名勝

地めぐりを開催します。皆さんの

参加をお待ちしております。

レ期日　5月27日（日）

〉集合場所及び時間　中央公民館

　午前8時20分

レ参加費　1人3，000円

レ募集定員　90人（定員になり次

　第締め切ります）

レ見学場所　山形方面（上ノ山城、

　上杉家御廟他）

レ申込受付期間　5月7日（月〉から

　5月14日（月）の午後5時まで中央

　公民館魯6－2453、4－5377へ。

■子ども野草の

　おはなしを聞く会
二親子そろってご参加ください＝

　野草の種類は、どれくらいある

のかな？お友だちといっしょに、

野草についていろいろ勉強してみ

ましょう。

〉日時　5月13日（日〉10時～12時

レ場所　白石市図書館

〉対象　小学生以上、父兄の方。

》講師　自石市植物愛好会会員

※無料ですので、お気軽においで

ください。

　　　　憲　，去　週　間
　　　　　5月1日～ア日

■第8回子どもまつり
　次代を担う市内の少年が同一会

場にて「子どもまつり」を開催し

野外活動、レクリエーション等を

実施することにより少年の豊かな

人間形成と相互の交流を深めます。

〉日時5月20日（日）午前8時30分

〉場所　益岡公園西側芝生広場

　（雨天のとき中央公民館）

》対象者　市内各小学校1～6年

　生

　5月は図書館振興の月
　　読書をも，と：身近かに

　　　　暮しの中へ
　今月の特集コーナーのご案内

☆憲法を考えよう……平和への願

　いをこめて5月3日憲法記念日

　を迎え、毎年この日を中心に交

　わされる議論。……さあ、あな

　たもこの時期、じっくり日本の

　憲法と、とり組んでみてはいか

　がですか。

☆春から初夏の暮しに役立っ本も、

　いろいろそろえてあります。

　編物、料理、園芸、あいさっ、

　旅行の本など。

☆子ども室は……5月10日からの

　愛鳥週間を中心に、鳥をテーマ

　に、鳥のでてくるお話しの本や

　絵本、鳥の生活のようす、図鑑

　などたくさん揃えています。こ

　の時期、鳥と仲良しになり、鳥

　博士になってみるのもいいですね。

※どの本も自由に貸し出します。

みなさんのご利用をお待ちしてい

ます。
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大切に〃

　　あなたを守るミ年金手帳、

　国民年金に加入しているみなさ

ん。オレンジ色のミ年金手帳ミは

お持ちですね。

　この手帳には、被保険者記号番

号や住所、氏名、加入した年月日

などが記録されてありますので、

将来、年金を請求するときに重要

な役割を果たしますが、そればか

りでなく、いろいろな届を出すと

きにも必要ですから、大事に保管

しなければなりません。

　年金手帳は、これひとつで国民

年金のほかにも厚生年金および船

員保険に共通する3っの制度の手

帳として、それぞれの制度の加入

期間がひと目で’わかるようになっ

ていますから、加入した期間がも

れている場合などを防いで、年金

を受ける権利をより確かなものに

してくれます。

　なお、ここに記載された記号番

号は、日本でただひとっしかない

上、同一制度では一生変わらない

あなただけのものです。

　万一、手帳をなくしてしまった

ときには、お早めに市民課国民年

金係で再交付を受けてください。

15

　現況届の提出を
　　　　　お忘れなく！

　今月は、国民年金の障害年金や

母子、準母子、遺児、寡婦年金を

受けている方が、現況届を提出す

る月です。なお、該当者には直接

ご連絡いたします。

二

1今月の納税は
ニ
ン　固定資産税第1期・軽自動

イ車税の納期です。
！

1納期内に納めましょう。
ノ

軽自動車税
の減免申請

　身体に障害があるために軽自動

車税の減免を受けられる方は、5

月24日まで減免申請書の提出が必

要なので期限まで次のものを持参

して手続きをしてください。

〈持参するもの＞

　O印かん（シャチハタは認めない）

　o身体障害者手帳、または戦争

　　病者手帳

　Oタ璽車云免言午言正

　O車検証（減免希望の軽自動車）

　なお、不明な点がありましたら

税務課庶務係（内線144）まで

どうぞ。

衛 生

　　きれいな川を

　　　　　　守るために！

　私たちは、身の回りを清潔にす

るためいろいろな洗剤を使ってい

ますが、洗剤も水質汚濁の原因と

なっています。

　含成洗剤に含れているリンが川

や湖沼、海の水質を悪化きせるこ

とはよく知られています。毎日の

洗濯等について次のようなことに

心がけ、有リン洗剤による水質の

汚濁が生じないようにしましょう。

〉「石けん」や「リンを含ない洗

　斉“」　を使いましょう。

〉洗剤は正しく量って使いましょ

　つo
〉洗剤は表示を確かめて適正に使

　うよう心力ごけましょうQ

保険証の検認は

もうお済みでしょうか

国民健康保険証の検認を3月

中に市内各地区で行いましたが

都合でまだ検認を受けない方は

仁㍉ン7　　臼

　　消費者の日

　　　5月30目

幼稚園奨励費補助1

　市では、幼稚園教育の振興をは

かるため市内の公立、私立の幼稚

園に就園する4歳児、5歳児の保

護者が負担する入園料、保育料に

っいて、その世帯の市民税の課税

状況に応じ保護者の負担を次のと

おり軽減いたします。申請手続き

※保育料等の減免限度額（年額）

については、後日在園する幼稚園

児を通じてお知らせいたします。

　くわしくは、教育委員会庶務課

（内線415）へお問い合せくだ

さい。

※申請する場合、生活保護世帯で

あるときは社会福祉事務所長の証

明、その他の世帯は市民税の課税

非課税調査同意書を提出してくだ

さい。

階　　層　　区　　分

1．生活保護世帯市民税非課税世帯

2．市民税所得割の非課税世帯

　市民税所得割の課税額が5，000円
3．

　以下の世帯

　　市民税所得割の課税額が10，000円
4．

　以下の世帯

　市民税所得割の課税額が90，000円
5．

　以下の世帯

公　　立

20，000円

20，000円×§

5，000円

私立

104，000円

81，000円

47，000円

○一水道事業所 〇

　4月1日現在の公認水道工事業

者は次のとおりです。

☆水道の新設、改造、修繕などは、

公認水道工事業者にお申し込み

ください。いっさいの手続きも

代行してくれます。

白
石
市
公
認
水
道
工
事
業
者

59

4

1

工事店名
金令木言隻偉青工業戸斤

園田　管工
島貫設備店
ミツヤ設備機工

東洋設備
高正工業所
白石モーター

伸　栄設備
上西産業㈱
高橋ポンプ店

但木設備
伊藤商店
文化設備
八島建設
マルカツ風呂店

島本商店
エコー設備工業

日　下設備
大清工業㈲
佐藤設備工業

有隈会社佐光

住 所

白石市郡山字西堀55－15

　〃

〃

〃

〃

ク

〃

〃

ク
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

福岡蔵本字：六本松1

字本町45

字柳町35

字：白石沖971

福岡長袋字高畑13

字中町30

郡山字金倉3－8
字堂場前101

字延命寺北2－1

臼川津田字越田前

字寺屋敷前15

福岡蔵本字滝下89－8

大鷹沢大町字新屋敷74

字短ケ町18－1

字長町11

大鷹沢大町字稲荷山149の1

福岡深谷字三本木42

大平森合字下鹿ノ前

大鷹沢大町字：関根262

寿山20番12号

電話
6－2351

5－8877

6－3280

5－3349

4－4391

5－7342

5－8511

5－5627

6－3621

6－3098

7－2121

5－2254

5－0907

6－2201

5－2931

6－2255

4－4153

5－6778

5－9465

5－7210

5－2627

■手話サークル会員募集

　白石手話サークル会では、中央

公民館において手話の学習会を開

催しますので、ぜひご参加くださ

いo

〉期日　毎週金曜日午後6時30分

〉場所　白石市中央公民館

※くわしくは、手話サークル会長

村上要二何8－2807へどうぞ。

■1地球サイズの青春、
　・青年海外協力隊員募隻；一’

レ派遣先等　20歳～35歳の男女、

　開発途上にある20数力国へ2年

　間の漏貴

＞職種　農業、水産、土木、建築、

　音楽、理数科教師、スポーッな

　ど約110の職種

〉説明会日時　5月12日（土）17時～

19時

〉場所　白石市民会館

レ問い合せ　〒980　仙台市一番

　町1－3－1　日本生命ビル8

　階「国際協力事業団東北支部」

　個卜0222－23－5151へどうぞ。

■初心者向けかるた教室

　5月開講参加者募集

　仙南かるた同好会では、5月か

ら初心者向けかるた教室を次によ

り開講しますので、多数ご参加く

ださい。

レ期日　5月～7月毎週月曜日午

　後7時から9時まで

〉場所　中央公民館第2講座室

1〉講師　利仁流かるた指導協会

　　　　会長　高橋輝雄氏

レ講座内容　かるたの歴史、正し

　いかるた取りの姿勢と礼儀作法、

　記憶法と配列法など。

※くわしくは、同好会員石塚良一

費5－2885／一・お問い合せください。
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　　新一年生は二人きり

　福岡小学校長峰分校で、4月9
日全児童13人とP　T　Aなど約40人

が出席のもと入学式を行いました。

式典では、二人の新入生大槻靖君、

平間幸子さんがそれぞれ先生から
・自分の名前を呼ばれると、元気よ

く「ハイ」と返事をしていました。

月　日

5／3
5
6

13
20
27

内 科

引地医院（5）2036

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5）8501

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238
三苧甫クリニック（5）6854

トタ 斗零

斎藤医院（5）1222

朝倉病院（5）2101

刈田病院（5）2145

銭谷医院（5）2010

刈田病院（5〉2145

宮城医院（5）2062

※都合により変更になる場合もあります。

目ネ 談 （5月分）
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　　ゲートボール場が完成

　白石川の河川敷に本年2月から
進めていた「園路広場工事」の一
部がこのほど完成しました。完成

した施設は、ゲートボール場25m
×25mの2面が造られ、面はダス
ト舗装で施され臼石川緑地公園整
備事業の一環として造られました。

’一1

劃　　　　1
鰻麟9獣曽、
㍑同囲．．ダ・　　　　　曽一一
縄i蕊．1　　　　　　　　　－

　　郵便ポストの清掃奉仕

　郵便ポスト愛護行事にちなみ、
4月21日午後「緑の少年団」の子
供たち6名が、小雨の降る中ミ郵
便ポスト≒の清掃奉仕に汗を流し

ました。子供たちの清掃によりポ
ストは冬の間のほこりが落とされ、

見違えるほどきれいになりました。

　　　　　　　　　■人口の動き

楯談区分

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業招介

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　　回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

相談日

16

16

15

7・25

1・15

15

16

　
西
金

16

月
木

　
週
・

　
毎
水

リオン10・24

トウホク28

ニホン　18

16

16

9

時　　問

10：00～

　15＝00

10＝00～

　15＝00

10＝00～
　15＝00

10：00～
　12＝00

10＝00～

　13：00

9：30～

　15：00

10：00～

　15100

10：00～

　15：00

13300～
　14＝00

10：00～
　12＝00

10＝00～
　11：00

10：00～

　15＝00

10：00～

　15；00

10：00～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2β皆†目言炎室

健康センター

2階相談室

自石市役所

第3会議室

自石市役所

2階会議室

臼石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

白石市役所

白石市役所

4階会議室

白石市役所

第三会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別侍遇問題等

所
て
希

役
い
や

ど
つ
と

な
に
こ

市
事
る

、
仕
い

県
う
て

や
行
つ
等

国
の
困
望

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者の生活、

職業、結婚等

4月1日現在人口42，276人男20，620人女21，656人世帯11，372戸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ6


